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安心・安全な建物環境の中で、文化財

をしっかり守りつつ、省エネルギー、

維持管理性等に配慮した計画を行った。

計画にあたり、完成後に公開承認施設

として承認を受けることを見据えた建

築・設備計画としている。

■ 外乱の防止と自然エネル
ギーの有効利用

エントランス広場は、中間期に空調機

を停止して自然換気での運用が可能な

ように計画している。屋外では打ち水

による気化熱利用を取り入れた自然換

気が可能なように計画を行った。

自然換気は外部扉とハイサイドライト

の開閉により行う計画とし、熱・気

流シミュレーションにより開口部の配

置や寸法等の計画を行った。さらに室

内・室外のエンタルピー差等により自

然換気が有効であることを照明等にて

知らせる機構を設けることで運用に配

慮した。また、日射による空調負荷を

抑えるため、建屋周囲には庇を設け

た。日射遮蔽に十分な効果を期待した

庇形状を検討し、日射シミュレーショ

ンを踏まえ、庇の有効性を確認した。

■最適空調風量の検討
収蔵庫内は室全体を淀みなく22± 2℃

の恒温恒湿空調とするため、制気口

配置および換気回数の検討を行った。

熱・気流シミュレーションでは再現性

を高めるため美術品を並べた収蔵棚を

配置した。制気口は室に均等に分散配

置し、気流による美術品への影響に配

慮して、吹出口はパンチング形状と

し、収納棚直上を避けて配置した。吸

込口は収納棚を避けた壁面下部に配置

した。22℃±2℃の範囲内となる換気

回数を確認し、この結果を考慮した上

で、適正な風量等の設定を行った。
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■青年技術者のことば

私は、施主のニーズは同用途の建

築でも、建築ごとに時代や運用に

より異なるため、状況に合わせた

ニーズや使い勝手を想定した対話

を行い、具現化することを意識し

ている。施主のニーズに適合する

ことで長く利用して頂ける建築に

繋がると考える。技術の多岐・高

度化が進む中、ニーズに対する解

を出す上で、一つの技術だけでな

く、建築部材や他の技術と組み合

わせ、建築計画と融合した最適解

を導くことを意識している。私は

まず、建築設備には、特に温冷

感、臭い、騒音、結露などにより

利用者に不快を意識させない空間

づくりをすることで建物本来の価

値をしっかり引き出す役割がある

と考えている。建築環境工学にお

ける基本的な役割を果たした上

で、さらに各案件に特有の環境負

荷低減、省エネルギー、安心・安

全、BCP、健康・快適性技術等の

施主のニーズに対して、＋1の付

加価値を創造し、永く地図に残る

建築づくりに挑戦していきたい。

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱　関西支店　設計部

設計部長

持続可能な都市型高層ZEBの実現をコ

ンセプトに、具体的な取り組みとして、

（1） ファサードの高機能化と外気導

入の最適化

（2） 設備の高効率化による快適性と

省エネルギ―の両立

（3） 自然エネルギーの有効活用

を計画テーマとした。

■ ファサードの高機能化と外
気導入の最適化

外乱の対策として、①ダブルスキン構

造によるファサードの高機能化、②イ

ンナースキンにLow-e複層ガラスの採

用、③キャビティ内に太陽追尾型電動

ブラインドの設置等を行った。さらに

CO2センサーとVAV（変風量制御）によ

る最小外気量制御等を導入し、外気負

荷の低減を図った。

■ 設備の高効率化による快適
性と省エネルギーの両立

高効率モジュールチラー、潜顕分離空

調方式（外調機＋高顕熱型ビルマル、

顕熱交換器による再熱等）、人検知セ

ンサー照明制御（当社技術：T-Zone 

Saver）等の高効率設備を積極的に採

用した。

■自然エネルギーの有効活用
ダブルスキン内の熱利用を行うため、

ダブルスキン内熱利用ダンパを開発し

た。冬期の冷たい外気をダブルスキン

内で太陽光により加温し、外調機外

気取入れの予熱に利用することで外気

負荷の低減により省エネルギーを図っ

た。

■ZEBの実現と性能検証
従来の事務所ビルに比べて約61％のエ

ネルギーを削減し、金融機関本店ビル

で、国内初のZEB Readyを実現した。

これにより発注者は（一社）環境共

創イニシアチブによるZEBリーディン

グ・オーナーの登録を行うことができ

た。今後は運用段階でのZEB実現のた

めに継続的にフォローを行うことで、

ZEB化向上を目指していく。
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日射シミュレーション（夏期午前10時）

収蔵庫内の温熱シミュレーションエントランス広場の自然換気シミュレーション

空調設備計画概念図（収蔵庫） 収蔵庫の空調方式（収蔵庫内）
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